
1970 19801960195019401907 1990 2010 20202000

日清オイリオグループの価値創造ストーリー

1. 成長の軌跡
創業以来110年間、業界のリーディングカンパニーとして
これまで市場になかったカテゴリーの商品を開発・展開し、
食用油市場を拡大してきました。

国内に
おける

食生活の
変遷

商品発売の
歴史

提供価値
（共有価値）

●  野菜の生食文化の
普及に寄与

油脂と調味料における
選択肢の提供

商品に使い方や機能性などの
情報を加えることによる食生活への貢献

商品ラインアップの拡充による
多様なニーズへのお応え

●  お中元、お歳暮文化の普及に寄与

●  大量生産によるお買い求めやすいサラダ油の提供

●  コレステロール、卵を気にされる方も食べられるマヨネーズ
タイプ調味料の提供

●  揚げ物品質の向上に寄与

●  オリーブオイルの普及・定着化に寄与

●  特定保健用食品の発売により健康に貢献

●  高齢者・要介護者向けエネルギー補給・低栄養
対策に寄与

●  新たな食べ方・摂り方の提案により食の手軽な
健康性に寄与

食の西洋化の始まり

日本初のサラダ油
「日清サラダ油」を発売

1924年

日清豆粕製造（株）
創立

1907年
食用油ギフトセット発売
1951年

1927年頃

1959年頃

横浜磯⼦⼯場の操業開始
1963年

純植物性マヨネーズタイプ
調味料「日清マヨドレ」を発売

1980年

「日清キャノーラ油」を
発売

1992年

特定保健用食品
「ヘルシーリセッタ」を発売

2003年

日本初のオリジナルブランド・
オリーブオイル
「BOSCOオリーブオイル」を発売

1996年
「日清アマニ油」
「日清ヘルシーオフ」
を発売

2015年
「日清やみつきオイル」
を発売

2021年

「日清MCTオイルHC」
を発売

2017年

戦後の
栄養補給ニーズの高まり

食の西洋化の普及・
栄養バランスへの意識向上

健康性・自然・簡便性など
食の志向の多様化グルメ志向・健康志向

サラダ油のある
食文化を創出

「エネプリン」を発売
2012年

4,327億円
（2021年度）

日清製油（株）、リノール油脂（株）、
ニッコー製油（株）が経営統合、
日清オイリオグループが誕生

2002年

売上高推移
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製造資本
多様な共有価値を創造する
サステナブルな生産設備

人的資本
イノベーションを生み出す
エネルギッシュな人材

社会関係資本
油脂によるソリューションの
機会をもたらすネットワーク

自然資本
事業の持続性向上に向けた
効率性の追求と、地球環境保護

知的資本
次なる成長への基盤となる
独創的で高い技術力

2. 価値創造モデル
当社グループは、植物資源を起源とした事業活動、すなわち“植物のチカラ®”と“油脂をさらに究めた強み”で、共創による油

脂ソリューションを創出していきます。そして、6つの重点領域を通じて多様な価値を持つ“生きるエネルギー”を生み出し、す

べての人にお届けします。 “生きるエネルギー”は社会課題を解決する一方で、次なる成長のための植物資源の循環や技術の

進化を可能とする資本を生み出します。再度投入された資本によって、さらに油脂を究め、社会課題を解決する“生きるエネル

ギー”を生み出します。このプロセスの循環を通じて、サステナビリティを実現していきます。

※  売上高は、2021年4月策定時の数値。2024年度の売上高目標は足元の歴史的な原材料価格の高騰を踏まえ、当初の4,000憶円から5,400憶円へ上方修正。 
2030年度の売上高目標は事業環境の変化を予測することが難しいため、現時点では策定時のまま。今後事業を取り巻く環境変化等を勘案し、適宜見直しを検討予定。

新たな価値を持つ製品を生
む仕掛けを次なる成長に向
けた柱として展開

コアコンピタンスである「油
脂」のさらなる強化を事業
の基盤とするとともに成長
の源泉にする

より多くの人に生み出した価
値をお届けするとともに接
点・機 会 の拡 大 によりマー
ケットを深く知る

日清オイリオグループの価値創造ストーリー

サステナビリティの実現
企業価値の追求と、その最大化を通じた人 ・々社会・経済の発展への貢献

インプット

売上高

5,000億円※

営業利益

300億円

ROE

8.0%以上

財務価値（2030年度）

強みをさらに
強化するための投資

2,000億円（2030年度まで）

“生きるエネルギー”をすべての人に
共有価値の創造

CSV目標の達成

共創による油脂ソリューションの創出

無限の可能性をもつ
植物資源 最高の技術 あったらいいなと思う

商品・サービスの創造

新たな価値を生み出す
仕掛けの創造

コアコンピタンスの
さらなる強化

価値創造の
源泉

ビジネス領域拡大

事業を通じた
強みの発揮

油脂を究める

6つの重点
領域が社会に
もたらす価値

すべての人の
健康

健康寿命の
延伸

おいしさ、美のある	
豊かな生活

生活の質（QOL）の
向上

地球環境

植物が育ち、
健やかに暮らせる
地球を未来に残す

食の
バリューチェーンへの

貢献

お客さまとともに
食の価値を向上

信頼でつながる
サプライチェーン

原料産地の環境と
人権の保護

人材
マネジメント

働きがい向上

B	to	C B	to	B B	to	B	to	C
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3. インプット
日清オイリオグループの価値創造ストーリー

日清オイリオグループのコアコンピタンスは「油脂」。「グローバルトップレベルの油脂ソリューション企業」に向け、

長年積み重ねてきた資本をさらに強化するために、2024年度までに1,000億円の投資を行います。 2024年度までに1,000億円の
投資を実施※

製造資本

知的資本

人的資本

社会関係資本

自然資本

●  7か国19社の拠点を構築

●  効率的な機器の継続的な導入や運転管理技術により安定
的・効率的な操業を実現

●  油脂に関する長年の基礎研究によって積み重ねてきた知見
と、お客さまのニーズや市場に合わせた商品開発のノウハウ

●  自社の技術とブランドを活用するための戦略的な知的財産
戦略

●  生産、品質、お客さまへの対応などすべてにおけるきめ細や
かで真摯な姿勢と、チームワークを大切にする社風

●  「教育最優先」の方針に基づく充実した教育・研修制度

●  （国内）食卓から工場まで、多様な販売チャネルとのつながり
●  （海外）加工油脂、ファインケミカルを中心に、 グローバル 

ネットワークを構築
●  持続可能な事業運営を可能とするサプライチェーンを 

構築

●    「調達基本方針」「パーム油調達方針」「大豆調達方針」「カカオ
調達方針」を策定し、持続可能な調達を推進

●  効率的な機器の導入や運転管理技術の高度化により、 
継続的なCO2排出量削減を実現

生産能力の拡充	
100億円

●  チョコレート用 
油脂生産能力増強など

共創への仕掛け
	100億円

積極的な人材投資

共創へのネットワーク構築

●  価値共創のプラットフォーム・ 
コンソーシアムなどへの参画

サプライチェーンの
持続可能性のさらなる強化

●  トレーサビリティの確保と 
人権デュー・ディリジェンスの実施

環境投資	
50億円

DX投資
50億円

●  名古屋工場の 
スマートファクトリー化

●  環境配慮型の生産設備の導入
●  堺工場を中心とした 

再生可能エネルギー設備の導入

更新投資

200億円

現在の姿

多様な共有価値を創造する
サステナブルな生産設備

次なる成長への基盤となる
独創的で高い技術力

イノベーションを生み出す
エネルギッシュな人材

油脂によるソリューションの
機会をもたらすネットワーク

事業の持続性向上に向けた
効率性の追求と地球環境保護

設備投資

保有特許件数

1人当たり営業利益

拠点設置国数

CO2排出量原単位

2011年度

2011年度

2011年度

2011年度

2011年度

92億円

約610件

7か国

57億円

約240件

2.1
百万円/人

3.9
百万円/人

5か国

0.275
ｔ-CO2/t

0.119
ｔ-CO2/t

2021年度

2021年度

2021年度

2021年度

2021年度

●  横浜磯子事業場における 
インキュベーション機能の強化・実装

●  機能性素材マーケティング

●  高度専門人材の経験者採用強化
●  人材開発投資拡充
●  競争力ある報酬水準の実現

※ 投資にはM＆A500億円（予定）を含む
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4. 事業を通じた強みの発揮
当社グループの強みは「油脂を究める」ことです。コアコンピタンスである「油脂」をさらに強化するとともに、新たな価値を生

み出す仕掛けの創造とビジネス領域の拡大に取り組みます。強みを最大限に発揮することで、油脂と油脂の強みを活かした領

域で新しい価値を創造し、グローバルトップレベルの油脂ソリューション企業への飛躍を遂げます。

日清オイリオグループの価値創造ストーリー

油脂と油脂の強みを生かした領域で新しい価値を創造し、

当社の強み

グローバルトップレベルの油脂ソリューション企業へ

油脂を究める

コアコンピタンス「油脂」のさらなる強化
〜今持っている強みを深化させる〜新たな価値を生み出す仕掛けの創造

〜新たな価値を持つ製品を生み出すために〜

協働による価値創造
●	自社の強み×他社の強みのコラボレーション
●	プラットフォーム・コンソーシアムへの参画
●	お客さまを呼び込める共創の場の創出

新たな販売スタイルでの価値創出
●	B	to	B	to	C機能性素材マーケティング
●	インバウンド型素材マーケティング

市場創造につながる商品開発・情報発信
●	消費者心理の洞察によるマーケット創造
●	脂質健康情報の継続的発信

油脂と周辺領域の技術力
●	油脂の分析・評価・栄養研究
●	油脂加⼯技術
●	アプリケーション力

調達・生産・物流力
●	持続可能な原材料調達
●	フードセーフティ対応力
●	安定供給を実現する生産・物流体制

ブランドと販売力
●	安全・安心のブランド力
●	食卓から⼯場までの多様な販売チャネル
●	ニーズ協働発掘型営業

グローバリゼーション
●	“点”から“面”への展開エリアの拡大
●	視点や情報のグローバリゼーション

油脂の摂取機会・購買機会の多様化
●	さまざまな食に形を変えての油脂の摂取機会創出
●	多様なチャネルでの購買機会の拡大
			（EC、ダイレクトマーケティングなど）

提供価値の拡大
●	提供する油脂の機能性の拡大
●	積極的なバリューチェーンの構築
●	植物資源を活用した環境課題解決の積極的な取り組み

ビジネス領域拡大
〜すべての人にお届けするために〜
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5. 重点領域が社会にもたらす価値
「すべての人の健康」「おいしさ、美のある豊かな生活」「地球環境」「食のバリューチェーンへの貢献」 「信頼でつながるサプライ

チェーン」「人材マネジメント」という6つの重点領域における課題解決を通じた社会との共有価値の創造（CSV）を成長ドライ

バーとし、企業価値を追求するとともに、人 ・々社会・経済の発展に貢献します。

日清オイリオグループの価値創造ストーリー

すべての人の
健康

おいしさ、美のある	
豊かな生活

地球環境

食の
バリューチェーンへの

貢献

信頼でつながる
サプライチェーン

6つの重点領域における価値創造を通じて
さらなる企業価値を追求し、人 ・々社会・経済の発展に貢献します。

人生100年時代を支える
心身の健康に貢献します

「おいしさ」と「美」の追求を通じて、
より豊かな生活の実現に貢献します

お客さまと共に
技術・商品・サービスを磨き、
お客さまが創造する価値を高めます

地球環境を次世代に引き継ぐために
未来を見据えて挑戦します

新たな価値を持つ製品を生
む仕掛けを次なる成長に向
けた柱として展開

コアコンピタンスである「油
脂」のさらなる強化を事業
の基盤とするとともに成長
の源泉にする

より多くの人に生み出した価
値をお届けするとともに接
点・機 会 の拡 大 によりマー
ケットを深く知る

共創による油脂ソリューションの創出

新たな価値を生み出す
仕掛けをつくる

コアコンピタンスの
さらなる強化 ビジネス領域拡大

B	to	C B	to	B B	to	B	to	C

油脂を究める

さまざまな形でのMCT製品の提供

	P40

地球温暖化の防止

	P44

植物資源／自然保全

	P45

資源循環の構築

	P45

環境にやさしい開発の推進

	P46

油脂によるおいしさ保持の取り組み

	P48

フライヤーまわりのトータル改善提案

	P48
持続可能な原材料調達

	P49

「オイルで味つけ」により
料理をもっとおいしく

	P42

ナチュラリティの向上に向けた技術開発

	P42

フレイル予防社会の実現に向けた
産学官民連携

	P40
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